
里
ウ
メ
タ
ヨ
ウ
ハ
梅
田
江
窓

辺
構
九
築
‘
酪

名

一

一

の

小

字

。

過

ぎ

ぬ

。

固

よ

h
固
形
の
鎗
腐
を
有
す
る
窓
で
は
な
一
の
白
銀
師
。
宮
兵
衛
の
子
で
、
桑
村
富
A
に
暴
ぴ
、

=

=
は
幸
直
叉
は
若
六
務
。
俳
柏
町
田町
・透
叉
は
北
枝
堂
江
一

ウ
メ
ノ
キ
ヤ
マ
梅
，木
山

能
楽
部
下
袋
口
部

一
ぃ
。
か
〈
加
賀
滞
の
前
田
氏
は
飽
梅
鉢
を
家
紋
と
す

一
そ
の
技
を
能
く
し
た
。

?
破
。
年
風
の
子
。
金
揮
の
人
。
白
を
以
て
務
に
仕

一
訴
の
西
南
に
あ
る
山
。
高
さ
二

O
五
米
。
山
静
石
英

一
る
が
、
そ
の
他
の
支
族
に
在
つ
て
は
、
各
多
少
紋
綜

一

ウ
メ
ム
ラ
ソ
ウ
ェ
イ

梅
村
宗
第
金
探
の
入
。

一
へ
、
蕊
悲
元
年
五
月
三
日
四
十
六
畿
を
以
て
夜
L
一
組
而
岩
。

一
を
鑓
吏
し
て
用
ひ
た
。
印
ち
日
山
滞
は
創
の
代
わ
に

一
享
保
三
年
九
イ
談
に
な
っ
た
、
め
諮
の
扶
持
を
受

た
。
京
ほ
う
ら
い

・花
の
賀

-u(如
且
ぺ
約
刊

γ
稲
本

一

ウ
メ
ノ
ゴ
テ
ン

梅
之
御

殿

加

賀
滞
木
第
十
代

一
丁
子
放
を
な
し
た
丁
子
防
鉢
、
大
鰐
寺
務
は
そ
れ
が

一
け
、
亭
保
十
九
年
十
一
月
晦
日
百
十
七
磁
を
以
て
夜

系
凶
稿
の
若
が
あ
る
。

一
前
川
宣
教
夫
人
の
阿
る
所
で
、
平
和
二
年
江
戸
本
郷

一
瓜
白
献
を
な
し
た
瓜
紅
梅
鉢
交
は
締
梅
鉢
と
い
ふ
も

一
し
た
。
も
と
竹
出
市
三
郎
の
家
来
で
、
百
二
十
石
を

ウ
メ
ダ
サ
ツ
キ

梅
田
五
月

大
抱
一
一
寺
の
人
。
初

一
邸
内
に
怨
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
三
年
市
-敦
夫

一
の
で
、
七
日
市
滞
の
は
全
〈
そ
れ
を
川
附
い
た
剣
な
し

一
領
し
た
が
、
延
資
年
中
浪
人
し
、
手
跡
を
指
南
し
て

名
八
百
官
、
認
は
銭
。
故
山
後
に
畑
請
と
脱
し
た
。

一
人
の
裂
後
は
第
十

一
代
治
的
夫
人
が
之
に
移
っ
た
。

一
線
鉢
で
あ
る
。
そ
の
他
加
賀
滞
で
も
、
前
出
利
政
の

一
ゐ
た
の
で
あ
る
。

務
侯
に
仕
へ
て
諮
役
を
勤
め
、
職
二
十
伎
を
受
け
、

一

ウ
メ
ノ
ソ
ウ
シ

梅
の
筆
紙
二
加
。

金
探
の
倒

一
子
直
之
の
開
聞
が
瓜
内
梅
鉢
、
利
家
の
子
知
好
の
家
は

一

ウ
メ
ム
ラ
ソ
ヘ
エ

梅
村
宮
兵
衛
金
四
仰
の
白
銀

戊
医
の
際
越
後
に
従
軍
し
た
。
腹
滞
の
後
綜
曾
純

一
人
後
川
浩
。
実
務
柳
舎
希
凶
が
似
へ
た
去
来
の
市
窓

一
泊
甲
内
総
鉢
、
利
家
の
子
利
閣
の
尚
は
機
角
内
梅
鉢

一
附
。
水
野
好
祭
の
門
下
か
ら
出
た
。
そ
の
子
に
助
三

貝
代
総
士
・
石
川
腕
工
来
製
校
長
大
型
寺
町
長
等

一
一
片
春
と
一
宮
凶
に

『
各
か
た
や
こ
な
れ
/
¥
と
初
惑

一
世
用
ひ
、
異
姓
で
あ
る
前
川
長
純
の
摘
も
亦
角
切
梅

一
郎
が
あ
る
。

に
任
じ
、
明
治
四
十
五
年
五
且
七
十
一
八
鼠
在
以
て
奴

て
出国
』
を
殻
句
に
し
た
芭
初
日
・
共
向
臥
刑罰
岡
町
の
倣
仙
一
鉢
を
家
紋
と
し
て
ゐ
た
。

一

ウ
メ
モ
ト
コ
ウ
フ
ウ

梅
本
香
風
石
川
相
楽
川

し
た
。

?
宇
一
容
聞
に
置
い
た
行
聞
の
句
集
で
あ
る
o
序
は
明
和

一

ウ
メ
バ
チ
イ
チ
プ
ギ
ン

梅
鈴

一
分
銀

J
ギ
γ
一
の
人
、
尾
山
屋
詩
香
の
子
で
、
文
化
十
三
年
に
生
ま

ウ
メ
ダ
シ
ョ
ウ

梅
田
庄

江
沼
芯
稿
に
、
梅
聞

?
八
の
年
各
縮
且
十
一
日
後
川
o
下
容
の
序
は
明
利
七

一
カ
銀
貸
。

一
れ
、
名
を
牢
七
と
い
ひ
、
抑
制
を
そ
の
交
に
製
び
、
経

庄
は
今
南
郷
村
の
地
と
あ
る
が
、
務
政
時
代
に
は
か

ナ
の
と
し
き
ぬ
き
さ
ら
ぎ
の
は
じ
め
越
前
ま
ろ
脅
か
隠

一

ウ
メ
パ
チ
オ
ホ
パ
ン
キ
ン

梅
鉢
大
判

金

↓

キ
一
則
を
殺
と
し
、
傍
ら
和
献
・
例
稔
を
好
み
、
閑
谷
・石

う
し
た
庄
鋭
は
江
沼
郡
に
俸
は
ら
な
か
っ
た
o

ナ
士
梨
一
。
訟
は
蝶
夢
。
京
橋
屋
治
兵
衛
絞
o

一
y
カ

金

貨

。

一
川
・
何
躍
と
も
蹴
し
た
。
社
年
よ
h
以
後
的
来
町
に
在

ウ
メ

hF
.9
ノ
ブ
フ
サ
埋
忠
信
房
金
搬
の
白
銀

一

ウ
メ
パ
チ

梅
鉢

前
間
氏
の
家
紋
約
鉢
に
枕
い

一

ウ
メ
バ
チ
コ
バ
ン
キ
ン

梅
鉢
小
判

金

↓

キ

Y

一
っ
て
晩
に
従
ひ
、
明
治
に
日早
川
っ
て
名
を
締
本
務
と
抑
制

附
。
泌
総
消
之
訴
。
桑
村
弘
良
の
門
人
で
あ
る
。
弟

で
て
は
、
笑
波
諸
也
記
に
、
業
波
の
知
陳
氏
は
醗
限
魚

一
カ

金

貸

一
し
、
二
十
四
年
J
l

二
見
什
四
日
六
十
四
肢
に
て
波
し

大
助
宗
隠
と
共
に
巧
手
で
あ
っ
た
。

一
名
の
子
孫
で
、
撫
子
を
家
紋
と
し
て
ゐ
た
が
、
官
公

一

ウ
メ
バ
チ
コ
バ
ン
ギ
ン

梅
鉢
小
判

銀

』

ギ

y

一
た。

ウ
メ
ダ
ト
シ
カ
ゼ

梅
田
年
風

金
問
の
人
。
逝

で
を
崇
敬
し
て
か
ら
そ
の
訓
紋
青
採
っ
て
用
ふ
る
に
京

一
カ
銀
代
。

一

ウ
メ
モ
ト
チ
ョ
ウ

梅
本
町

金
保
の
町
向
。
磁

群
訟
は
九
祭
。
狩
野
涯
の
磁
を
以
て
器
に
仕
へ
て
季

7
、
随
っ
て
府
藤
氏
の
際
流
に
出
で
、
安
八
部
前
回

一

ウ
メ
パ
チ
シ
Z
ヅ

梅
鉢
清
水

立

川

町

金

主

滞

の

後
、
も
と
の
前
倒
孝
判
明
の
郎
内
を
杭
ぎ
っ
て
新

信
と
鋭

L
、
文
俳
請
を
梅
室
に
製
ぴ
、
認
可
品
を
綴
席

一一
村
を
り
て
か
口
字
の
地
と
す
る
前
旧
民
も
、
亦
附
じ
く

一
穂
鉢
清
水
町
に
在
る
前
泉
で
、
政
v
所
か
ら
潤
出
し
、
一
た
に
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

L
、
後
翠
に
北
枝
堂
と
改
め
、
孫
悟
止
の
後
は
菅
何
回
澗
?
梅
鉢
を
徽
章
と
し
た
の
で
あ
る
と
の
訟
脅
述
べ
て
ゐ

一
地
中
に
梅
鉢
草
と
斜
し
、
梅
花
の
如
き
花
を
開
〈
諒

一

ウ
ヤ
マ

鵠
出

凶
荒
梢
七
捕
庄
に
回
す
る
郎
官
問
。

と
い
っ
た
。
弘
化
三
年
九
且
十
八
日
夜
、
年
五
十

一
る
。
嘗
て
本
草
家
絹
宙
遊
が
、
前
川
綱
紀
の
別
に
路

一
草
中
一
生
ず
る
。
明
治
七
年
七
月
七
日
限
川
の
洪
水
に
、
一

ウ
ラ
力
安
オ
ザ
ダ
メ
ガ
キ
浦
方
御
定
書
一
加
。

六
。
=
一
前
庭
と
諮
L
、
治
相
刷
寺
に
葬
ら
れ
た
。
そ
の

一
へ
て
、
『
梅
ば
ち
、
此
花
本
と
錨
州
有
馬
山
の
名
夜
、

一
家
屋
流
失
し
「
昨
泉
・
泌
草
川
ハ
に
一
時
亡
び
た
が
、

一
覧
文
十
年
以
降
、
加
賀
市
掛
か
ら
詩
械
に
下
し
た
山
判
定

誌
に
共
如
且
が
あ
る
o

一
印
ち
衣
服
の
紋
に
仕
管
支
。
』
と
い
っ
た
の
は
、
竺
後
一
内
び
笛
に
匂
し

γ
。

一
を
純
白
紙
し
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
メ
ダ
ノ
ド
ウ
ケ
ツ

梅
田
の
洞
穴

河
北
部
梅

一
設
か
ら
起
っ
た
珪
名
な
る
も
叱
凱
倒
し
た
説
明
で
あ

一

ウ
メ
パ
チ
シ
ミ
ヅ
マ
チ

梅
鉢
清
水

村
山
一
一
片
山

一

ウ
ラ
カ
芝

浦
上

臨
時
制
三
引
の
内
の
小
字
。

田
村
か
ら
来
二

O
O米
の
緩
間
に
あ
っ
て
、
堅
人
y
一
司
令
。
附
凶
氏
の
梅
鉢
紋
は
、
初
め
短
小
な
る
装
キ
「も
一
金
相
仰
の
町
名
。
も
と
石
川
郡
大
一日
間
の
村
地
で
あ
っ

一

ウ
ラ
カ
ミ

浦
上

限
主
制

梅，
木

風
車
部
字
出
津
山
分
の
内

梅
村
助
三
郎

ウ
メ
ノ
ギ

ウ
メ
ーー
ウ
ラ

八
三


